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は　じ　め　に

　福岡県教育委員会では、児童生徒に国語、算数・数学における基礎基本を含む活用力（基礎的・
基本的な知識及び技能と思考力、判断力、表現力等）を育むとともに、地域間の学力向上の取組の
差を解消することを目的として、平成２５年度から小学校５年生～中学校３年生向けの国語、算数・
数学の教材集を作成・配布しました。各学校においては、教材集を授業等で活用し、取組の改善が
図られてきました。
　また、平成２８年度からは、学力向上に係る検証改善サイクルを小学校中学年から一層計画的に
推進するために、小学校４年生向けの教材集を新たに作成してきました。
　この度、本県の学力・学習状況の実態を受けて、教材集の改訂を行いました。
　各学校では、授業の中だけでなく、朝学習の時間や家庭学習等における補充・発展問題としても
活用していただいているところですが、更に、各問題の特質に応じて、先生方の授業づくりや校内
研修の際の参考資料としても活用され、基礎基本を含む活用力の向上に役立てていただくことをお
願いします。

　　令和７年３月
福岡県教育委員会　
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福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「正の数・負の数」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  次の（1）から（3）までの各問いに答えなさい。

（1） 下の文の①と②にあてはまるものを，数直線上のアからエまでの中から1つずつ選び，

記号で答えなさい。

①

②

（2）  　÷（－4）を計算しなさい。

（3）  （－3）2 × 23 － 62を計算しなさい。

１

0

ウ エイア

1 5－1－5

　数直線上で，－2を表している点は ①

であり，－2から－6をひいた点は ② です。

8
3
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  次の（1）と（2）の各問いに答えなさい。

（1）  絶対値とは，数直線の ア からの距
きょ

離
り

のことをいいます。たとえば，－8の絶対値は

イ です。アにはあてはまる言葉を，イにはあてはまる数を入れなさい。

ア

イ

（2）  愛さんと恵
え

理
り

さんと千
ち

絵
え

さんが身長を測ったところ，愛さんは恵理さんよりも3㎝低く，

千絵さんは愛さんよりも5㎝高かったそうです。恵理さんと千絵さんの身長の差は何㎝で

すか。

２
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福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「正の数・負の数」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  気温の変化を調べるために，太
た

郎
ろう

くんはある1週間のそれぞれ1日の平均気温の変化を調べ，

火曜日の平均気温を基準として下の表にまとめました。

  このとき，次の（1）と（2）の各問いに答えなさい。

表

曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

気　　　温（℃） ア 12.7 11.9 9.3 5.8

基準となる
気温との差（℃）

－2.3 イ 0 －1.9 －3.2

（1）  基準とした気温は何度ですか。

℃

（2）  表のアとイにあてはまる数を求めなさい。

ア

イ

３
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福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「文字の式」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  次の（1）と（2）の各問いに答えなさい。

（1）  さとしさんは1冊 a円のノートを3冊と，1本80円のペンを4本を買い，1000円札を出し

たときのおつりはいくらですか。 aを用いた式で表しなさい。

円

（2）  奈
な

美
み

さんは自転車でＡ地点を出発して，時速10㎞で x㎞離
はな

れたＢ地点に向かいました。

真理さんは奈美さんと同時にＡ地点を出発し，自動車で時速40㎞の速さで，Ａ地点から6

㎞離れた途
と

中
ちゅう

のＣ地点まで行って，自動車をおり，Ｃ地点から時速4㎞の速さで歩いて，

Ｂ地点に向かいました。すると，真理さんのほうが，奈美さんよりも早くＢ地点に到
とう

着
ちゃく

しました。この関係を不等式で表しなさい。

１
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福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「文字の式」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  次の（1）と（2）の各問いに答えなさい。

（1）  自然数を nで表したとき，3，5，7，9，11，…とあるきまりで並んだ数を nを用いた

式で表しなさい。

（2）  しほさんは毎月 a円ずつ貯金することにしました。しほさんの現在の貯金額が b円で

す。しほさんが目標通りに貯金できたら，しほさんの4か月後の貯金額は何円になります

か。a，bを用いた式で表しなさい

円

２
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  a人の生徒が体育館に集まり，長
なが

椅
い

子
す

に座りました。長椅子の数を b脚
きゃく

とするとき，次の

（1）と（2）の各問いに答えなさい。

（1）  1脚の長椅子に4人ずつ座ると，12人座れませんでした。このときの数量の関係を式に

表しなさい。

（2）  5 b－ 10＜ a≦ 5 b－ 8は，生徒の数と長椅子の数について，どのような関係を表して

いるか，アには数字を，イには文を入れて説明しなさい。

「長椅子に生徒が ア 人ずつ座ると，

イ 」

ア

イ

３

福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「文字の式」Ｂ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）



― 8―― 8―

  一次方程式 2 x＋ 5＝ 5 x＋ 11について， xの解を次のアからエまでの中から1つ選び，

記号で答えなさい。

　　ア　 x＝ 1

　　イ　 x＝ 2

　　ウ　 x＝－1

　　エ　 x＝－2

  方程式 3 x＋ a＝ 10の解が x＝ 2のとき， aの値
あたい

を求めなさい。

  x：2＝ 15：10を解きなさい。

１

２

３

福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「方程式」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）
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福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「方程式」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  一次方程式 0.2 x＋ 0.5＝ 1.3 x－ 0.6は，次のようにして解くことができます。

0.2 x＋ 0.5＝ 1.3 x－ 0.6　……①

 2 x＋ 5＝ 13 x－ 6　………②

 2 x－ 13 x＝－ 6－ 5

 － 11 x＝－ 11

 x＝ 1

　上の①の式から②の式へ変形してよい理由として正しいものを，下のアからエまでの中か

ら1つ選び，記号で答えなさい。

　　ア　①の式の両辺に10をたしても等式は成り立つから，②の式へ変形してよい。

　　イ　①の式の両辺から10をひいても等式は成り立つから，②の式へ変形してよい。

　　ウ　①の式の両辺に10をかけても等式は成り立つから，②の式へ変形してよい。

　　エ　①の式の両辺を10でわっても等式は成り立つから，②の式へ変形してよい。

  一次方程式　 x＋ 1＝　 xを解きなさい。

４

５
1
3

1
2
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  連続する3つの整数があります。この3つの整数をたすと63になりました。このとき，連続

する3つの整数を求めなさい。

  あるクラスの生徒全員に鉛
えん

筆
ぴつ

を配るのに，5本ずつ配ると15本余り，6本ずつ配ると17本た

りません。クラスの生徒の人数を x人として方程式をつくりました。

  正しいものを，次のアからエまでの中から1つ選び，記号で答えなさい。

　　ア　5 x＋ 15＝ 6 x＋ 17

　　イ　5 x＋ 15＝ 6 x－ 17

　　ウ　5 x－ 15＝ 6 x＋ 17

　　エ　5 x－ 15＝ 6 x－ 17

６

７
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  みきさんは理科の授業で6％の食塩水200ｇに15％の食塩水を加えて，10％の食塩水を作り

ました。

  これについて，次の（1）と（2）の各問いに答えなさい。

（1）  15％の食塩水を xｇ加えたときについて，みきさんは表を作りました。下の表を完成

させなさい。

6％の食塩水 15％の食塩水 10％の食塩水

食塩水の量（ｇ） 200 x

食塩の量 （ｇ）

（2）  みきさんの考えにそって方程式をつくり，15％の食塩水を何ｇ加えればよいか求めな

さい。

方程式

15％の食塩水を加える量 ｇ

８

福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「方程式」Ｂ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）
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  次のアからエまでについて， yが xに比例するものを1つ選び，記号で答えなさい。

　　ア　1辺が x㎝の立方体の表面積は， y㎝2である。

　　イ　全部で250ページある本を xページ読み終わったところ，残りは yページあった。

　　ウ　たてが9㎝，横が x㎝の長方形の面積は， y㎝2である。

　　エ　160㎞の道のりを時速 x㎞で走ったとき， y時間かかった。

  yが xに反比例し，比例定数が6のとき，xの値とそれに対応する yの値について，次の

アからエまでの中から正しいものを1つ選び，記号で答えなさい。

　　ア　xの値と yの値の和は，いつも6である。

　　イ　xの値から yの値を引いた差は，いつも6である。

　　ウ　xの値と yの値の積は，いつも6である。

　　エ　xの値が0でないとき，yの値を xの値で割った商は，いつも6である。

１

２

福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「変化と対応」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）
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  赤いテープの長さは，白いテープの長さの　倍です。赤いテープの長さを x㎝，白い

テープの長さを y㎝としたとき，yを xの式で表しなさい。

  時速40㎞で3時間自動車で移動したら，目的地に着きました。同じ道のりを時速 x㎞で移

動したときかかった時間を y時間とするとき，yを xの式で表しなさい。

３
3
4

４
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福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「変化と対応」Ｂ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  さとみさんは，高さが30㎝の太い円柱と細い円柱の形をした容器を用意しました。さと

みさんはこの太い円柱の容器いっぱいに水を入れ，水を少しずつ細い円柱の容器に移します。

　さとみさんは，太い円柱の容器から細い円柱の容器に水を移したとき，太い円柱の容器か

ら減った水の高さ y㎝と，細い円柱の容器の水の高さ x㎝の関係を調べ，次のような表にま

とめました。

太い円柱の容器から減った水の高さ（㎝） 1 2 3 4
細い円柱の容器の水の高さ（㎝） 4 8 12 16

　

さとみさんは，上の表から，xと yの関係が次の式で表されることに気づきました。

y＝

５

y cm

x cm

x

4
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　次の（1）と（2）の各問いに答えなさい。

（1）  前ページの式は，xと yの間にある関係を表しています。その関係について，下のアか

らウまでの中から正しいものを1つ選び，その選択肢を選んだ理由を簡単に説明しなさい。

　　ア　yは xに比例する。

　　イ　yは xに反比例する。

　　ウ　xと yの関係は，比例，反比例のいずれでもない。

記号

説明

（2）  さとみさんは，細い円柱の容器の水の高さが24㎝になるためには，太い円柱の容器か

ら減った水の高さが何㎝になるかを考えています。

  15ページの表や式を用いると，太い円柱の容器から減った水の高さを求めることができ

ます。用いるものを下のア，イから1つ選び，それを使って太い円柱の容器から減った水

の高さを求める方法を説明しなさい。ア，イのどちらを選んで説明してもかまいません。

　　ア　細い円柱の容器の水の高さと太い円柱の容器から減った水の高さの表

　　イ　細い円柱の容器の水の高さと太い円柱の容器から減った水の高さの関係を表す式

記号

説明
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福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「平面図形」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  下の図のように，△ＡＢＣと直線ℓがあります。△ＤＥＦは，△ＡＢＣを直線ℓを対称の

軸として対称移動した図形です。これについて，次の（1）から（3）の各問いに答えなさ

い。

  ただし，方眼の1めもりは1㎝とします。

（1）  点Ｂと直線ℓとの距離は，何㎝ですか。

（2）  線分ＡＤと直線ℓ，線分ＡＤと線分ＣＦの位置関係を，それぞれ記号を用いて表しな

さい。

線分ＡＤと直線ℓ

線分ＡＤと線分ＣＦ

（3）  △ＡＢＣを，矢印の方向に6㎝平行移動した△ＧＨＩを，図にかき入れなさい。

１

AA

BB

DD

EE

FFCC

ℓ

AA

BB
CC

1 cm1 cm

1 cm1 cm
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  下の図のように，六角形の中に図㋐と合同な図形が18個あります。このとき，次の（1）

から（3）までの各問いに答えなさい。

（1）  図形㋐を点Ｏを中心に回転移動した図形を，下のアからエまでの中から1つ選び，記号

で答えなさい。

　　ア　△ＡＯＨ　　　イ　△ＣＯＩ　　　ウ　△ＤＯＫ　　　エ　△ＦＯＧ

（2）  図形㋐を平行移動した図形を，下のアからエまでの中から1つ選び，記号で答えなさい。

　　ア　△ＢＣＩ　　　イ　△ＣＯＩ　　　ウ　△ＤＯＪ　　　エ　△ＦＥＬ

（3）  図形㋐を，対称移動して図形㋑としたときの対称の軸を，下のアからエまでの中から1つ

選び，記号で答えなさい。

　　ア　直線ＡＤ　　　イ　直線ＢＥ　　　ウ　直線ＨＫ　　　エ　直線ＩＬ

２

A

G

J

B E

F

H L

I K

C D

㋐

㋑
O

福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「平面図形」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）
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  右の図は，2点Ｏ，Ａが与えられたとき，点Ａを，

点Ｏを中心として，時計の針が進むのと反対の向き

に135°回転移動した点Ｂを作図したものです。

（1）  としゆきさんは，この作図の手順を次のように

説明しました。

  ア から エ にあてはまる言葉，記号などをそれぞれ答えなさい。

としゆきさんの説明

①　直線ＯＡをひく。

②　Ｏを中心とする円をかき，直線ＯＡとの交点をＰ，Ｑとする。

③　点Ｐ，Ｑをそれぞれ中心として ア が等しい円をかき，その交点をＲとする。

④　直線 イ をひく。

⑤　Ｏを中心とする円をかき，2直線ＯＡ， イ との交点をそれぞれＸ，Ｙとする。

⑥　点Ｘ，Ｙをそれぞれ中心として ア が等しい円をかき，その交点をＺとする。

⑦　半直線 ウ をひく。

⑧　Ｏを中心として点 エ を通る円をかき，直線 ウ との交点をＢとする。

ア イ ウ エ

（2）  この作図が正しいことを，「二等分線」「垂直」「∠ＸＯＹ」の言葉を用いて説明しなさ

い。

説明

３

Y

OPX

B Z

Q A

R

福岡県学力向上教材集　第1学年　数学　単元「平面図形」Ｂ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）
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（3）  はなさんは，としゆきさんが説明したのとは別の方法で，点Ｂを作図したいと思い，

次のように考えました。はなさんの考え方にしたがって，作図の手順の ア から

オ までに当てはまる記号をそれぞれ書きなさい。

はなさんの考え方

 　正三角形の内角は60°だから，それを二等分すれば30°，さらに二等分すれば15°の角を

作図できるよ。180°－（60°－ 15°）＝ 135°という関係を利用すれば，点Ｂを作図すること

ができそうだね。

はなさんの考えた作図の手順

① 　直線ＯＡをひき，点Ｏを中心として，点Ａを180°回転移動した点をＰとする。点Ｐを

とる。

② 　Ｏを中心としてＰを通る円， ア を中心として イ を通る円をそれぞれかき，

直線ＯＡの上側で交わる点をＱとする。

③　半直線ＯＱをひく。

④　∠ ウ の二等分線ＯＲをひく。

⑤　∠ エ の二等分線ＯＳをひく。

⑥　Ｏを中心としてＡを通る円をかき，半直線 オ との交点をＢとする。

ア イ ウ

エ オ

OP A
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  次の（1）から（3）の各問いに答えなさい。

（1）  次のアからエは，正多角形を面とする多面体です。この中から正多面体を選びなさい。

（2）  右の図の直方体において，辺ＡＢとねじれの位置にある辺

は，いくつかあります。その1つを答えなさい。

（3）  右の図は，正
せい

四
し

角
かく

錐
すい

ＡＢＣＤＥの見取り図です。

  これについて，正しく述べている文を，次のアからエまで

の中からすべて選び，記号で答えなさい。

　　ア　△ＡＢＣ，△ＡＣＤ，△ＡＤＥ，△ＡＥＢはすべて合同である。

　　イ　△ＡＢＣは正三角形である。

　　ウ　四角形ＢＣＤＥは正方形である。

　　エ　辺ＡＤと辺ＢＣは平行である。

１

ア イ ウ エ

B

A D

H

GF

C

E
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  右の図のような，底面の円の半径が3㎝，高さが4㎝，母線の長さが5㎝である円錐があ

ります。

  次の（1）と（2）の各問いに答えなさい。

ただし，円周率はπとします。

（1）  この円
えん

錐
すい

の体積を求めなさい。

（2）  りょうへいさんは，この円錐の展開図を作ろうと思っています。そこで，側面になる

おうぎ形の中心角を何度にすればよいか，次のように考えました。 ア から エ ま

でに当てはまる数，言葉などをそれぞれ答えなさい。

［りょうへいさんの考え方］

　側面になるおうぎ形のＢＣの長さは， ア に等し

いことを利用すれば，側面のおうぎ形の中心角が求めら

れます。

　 ア は2π× 3㎝，円Ａの円周の長さは2π× 5㎝

だから，ＢＣの長さは円Ａの円周の イ 倍です。

　おうぎ形の弧の長さは ウ に比例するから，求め

る中心角は360°× イ ＝ エ °です。

ア

イ ウ エ

２

A

OB

4 cm4 cm

3 cm3 cm

5 cm5 cm

（

（
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  次の（1）から（3）までの各問いに答えなさい。

（1）  右の図のように，縦の長さが a㎝，横の長さが b㎝である

長方形を，その面に垂直な方向に c㎝動かして立体をつくりま

す。この立体は，どのような立体ですか。

  また，次のア，イは，この立体の何を表す式ですか。それぞ

れ答えなさい。

　　ア　abc

　　イ　2（ab＋ bc＋ ca） 

ア イ

（2）  次のアからエまでの中から，回転体とみなせる図形をすべて選び，記号で答えなさい。

　　ア　円
えん

錐
すい

　　　イ　正六角錐　　　ウ　円柱　　　エ　球

（3）  右の図は，正四角錐の見取り図です。

  この正四角錐の正しい投
とう

影
えい

図
ず

を次のアからウまでの中から１つ 

選び，記号で答えなさい。

	 ア	 イ	 ウ

３

立体

b cmb cm

c cmc cm

a cma cm

（立面図）

（平面図）
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  次の記録は，ある中学校の生徒10人が，それぞれバスケットボールのフリースローを12回

行ったときに成功した回数を調べたものです。これを，下の度数分布表に整理します。

　次の（1）から（3）の各問いに答えなさい。

（1）  記録の平均値，中央値，範囲をそれぞれ求めなさい。

平均値 中央値 範囲

（2）  度数分布表のアとイに入る値を，それぞれ求めなさい。

ア イ

（3）  作られた度数分布表からわかることのうち，正しいものを，次のアからエまでの中か

らすべて選び，記号で答えなさい。

　　ア　分布の山は1つである。

　　イ　平均値を含む階級に，半分以上の生徒が含まれている。

　　ウ 　平均値を含む階級より高い階級に含まれる生徒の方が，平均値を含む階級より低い

階級に含まれる生徒より多い。

　　エ　記録が5回以下の生徒が，3割以上いる。

１

記録
生徒 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

回数（回） 5 1 7 2 2 11 9 5 8 4

度数分布表
階級（回） 度数（人） 相対度数
以上　未満
 0 ～  2
 2 ～  4
 4 ～  6
 6 ～  8
 8 ～ 10
10 ～ 12

ア
イ

合計 10 1
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  たかこさんたちのクラスの担
たん

任
にん

の先生が，通学時間に関するアンケートを学級全員に対し

て行いました。その結果（表1）を見ながら，たかこさんとひろしさんが話し合っています。

　次の（1）から（3）までの各問いに答えなさい。

（1）  次の ア から エ までに当てはまる数をそれぞれ求めなさい。

ア イ ウ エ

（2）  たかこさんは，自分の通学時間を平均と比べて，次のように言いました。

　たかこさんが言っていることは必ず正しいといえるかどうか答えなさい。ただし，正し

くないときは，たかこさんの通学時間がどのようなときに正しいとはいえないのか，その

理由も説明しなさい。

説明

２

表1　通学時間に関する調査
階級（分） 度数
以上　未満
 0 ～ 10
10 ～ 20
20 ～ 30
30 ～ 40
40 ～ 50
50 ～ 60

3
6
9
5
5
2

計 30

ひろし「通学時間が ア 分以上 イ 分未満の人が最も多いね。」

たかこ「通学時間が30分以上かかる人も，全体の ウ 割いるのね。」

たかこ「通学時間の平均を求めると， エ 分になるね。」

たかこ 「 私の通学時間は平均より短いから，通学時間が短いほうから数えて半分

以内に入っているね。」
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　次に，先生は表1の通学時間の調査から，バス通学の人のものだけを抜き出したアンケー

ト結果（表2）も見せてくれました。

（3）  ひろしさんは，表2を見て，次のように言っています。

　歩いて通学する人と，バス通学の人では，通学の平均時間はどちらのほうがどれだけ長

いか，式と言葉を使って説明しなさい。

説明

表2　バス通学者の通学時間
階級（分） 度数
以上　未満
20 ～ 30
30 ～ 40
40 ～ 50
50 ～ 60

1
3
4
2

計 10

ひろし「 バス通学の人のほうが通学時間が長いのかな。歩いて通学する人の平均

とどれくらい違うのだろう。」


